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の全体の面積の 2％に過ぎませんが、アメリカの
ウラン鉱脈の80％がその2％の先住民保留地に集
中しています。ナバホの保留地では、大掛かりな
ウラン採掘が大企業によって行われますが、もち
ろんナバホの人たちはたいへん貧しいわけです。
そのたいへん貧しいナバホの人たちが、保留地外
の 2/3から半分以下の賃金で駆り出されていっ
て、通常は保護服や保護具をつけるらしいのです
が、それもなしに、1940年代以降、数十年にわ
たって労働に使役された。その結果、ナバホの肺
癌の発症率は全米の約 5倍です。そして、その周
辺地域に住む若者たちの生殖器系の癌の発症率
は、全米の平均の 17倍だと報告されています。
　ナバホ族は特に、環境レイシズムのショーケー
スだと言われていますが、このような例は至ると
ころにあるわけです。核実験だってそうです。ネ
バダのアパッチの保留地の近くでさんざん核実験
が行われました。核実験やウランの採掘のみなら
ず、今度はゴミ処理施設です。都市社会は、われ
われだって自分の町に焼却場ができるのを皆さん
反対するわけですが、焼却場がいまアメリカでは
どこに行っているかというと、まさにアメリカ先
住民の保留地なわけです。そういう形で、私の行
く保留地でも、本当に侃々諤々の議論の揚げ句、
数年前にゴミ処理場を結局受け入れてしまいまし
た。今後、ゴミ焼却による大気汚染、地下水の汚
染など、すでに他の保留地が経験している深刻な
問題が私が行く保留地でも出てくるのではないか
とたいへん心配すると同時に、胸を痛めていま
す。これも貧困なマイノリティに汚染のシワ寄せ
がなされる例です。
　このような環境レイシズムは、何とかわれわれ
の良識で食い止めなければいけないわけですが、
環境レイシズムに対していま一つの運動が起こっ
ています。1990年に先住民族環境会議が立ち上
げられました。これはたとえば先住民だけでも
1,000人ぐらい集まる会議です。この会議に多く
の環境保護運動家たちが参加して、今後の環境問
題の解決に向けてお互いに知恵を共有し合ってい
るという、明るいニュースもあります。先住民た
ちがそういう深刻な問題に直面しながらも、今
後、自然という文化を自分たちの身体のなかにど
のように再生させていくかという知恵、指標の一
つを提供してくれるのではないかと私は考えま
す。
